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上 村 ' 洗 (東木理)I
1. 講義の_数につ_ト､てo今年は毎日午前中L,Cl時間の轟義が 3つありましたが,
少し忙しすきる様な感じが しましたo来年度は質問の時間も充分考慮 して 1時I_
簡単程度の講革を2つやる様に.しては如何でt,ようか｡ 1人の講師が 1時間半
の講義を3日.従って 1週間に4人の講師位が適当ではないかと思っていますo
･2. 講義の程度O大体 どの程度の層が､生徒の中心に太 るかによって講義の程
度 も違ってきますが､来年は大学院 ドクターコ-ス一年の人々も参加出来 る様
にして埠-.t希望していますO私 としては今年程度の講義を期待したいのですがI
一人の講師が4時間をするとして.､今年 より･iiltroducもoryな部分を丁寧に/
-1Lて up 七odate までとすれば D.C.1年の人にも無理七･で埠ない様に思い
ナ
ます｡今年の様に 1人 2時間ないし3時間の講義ですと､ introduc七oryなJL
部分はかなりありましたが､ ある程度 familiarな fieldの講義とそうでな
い field の講革では 内容甲理解の困発さの程度が予期したより大 きかった様
に思います. もう1時間半増して introdlCtorypar七をそれにあて.充分
質問を許せば､ up もoJkateの問題の diBCuSBionに門外漠でもかなり
C?n七ribu七e出来 るのではないか.従って School としての実があが るので
昼ないか と考えています0




には賛成です｡ ドミトリーは､ 1部屋 2人にしてそれ より人数が多い時には
S-enioTlj方に tloもelに泊っても:6うようにしては如何でしょうか｡
4. informalmee七ingについてo inf'ormalmeeもingは 講義 と密接に
娼達しk topicsについてやるのが長い様にL思いますーO,午後はそれに当てi少I.
グjL･-プに分けて大いに discuss,をたたかわせ畠ようにしては｡
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